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1.背景   

現代の日本が抱える心身の健康の問題はいくつか存在し，その一つに認知症が挙げられ

る。軽度認知障害 (MCI)と推計される人を含めると， 65 歳以上の 4 人に 1 人が認知症だ

といわれている ( 厚生労働省 ,2015)。MCIは重症まで進行していなければ治療が可能であ

ることから，認知症患者の増加を抑制するためには，MCIの早期発見が重要となる ( 三

島 ,2016)。日本が抱える問題として，自殺者の多さもあげられる。自殺者の多くは深刻な

うつ状態が原因となっている場合が多く，うつ病は本人の自覚がないまま進行するケース

もみられるため，早期発見，早期治療が，自殺を抑制するためにも必要だと考える。 

認知症，うつ病などの早期発見や早期治療の重要性が高まってきているといえるが，自

覚がないまま進行する可能性がある。そのため主観的な観察だけでは不十分であり，科学

的な手法による客観的データの測定が必要であると考えられる ( 雄山 ,2012)。脳波の解析

や画像診断など，高度な技術や知識を必要とする手法も存在するものの，心の詳細な変化

は反映されず，時間やかかる費用などの問題から，日常的に測定するには困難な方法であ

る。 

 以上の事から，病の早期発見や治療のために，日常的な健康状態の把握が必要と考えら

れる。本研究では非線形解析のひとつである，カオス解析におけるLargest Lyapunov 

Exponent( 以下，LLEとする ) に注目した。カオス解析とは，現象のカオス性を定量化す

る非線形解析であり，算出されるLLEは精神的に健康な生活を送る上で必要な心身の健康

と関係する値であることがわかってきている。LLEが連続して低い状態が長く続く場合は，

心身の健康状態は保てなくなる。鬱病や認知症の患者のアトラクタはゆらぎが少なく，

LLEが低下することが分かっており，認知症が進むほどLLEは小さくなることが明らかと

なっている ( 雄山 ,2012)。これまでにも脈波のLLEは病態の把握などに応用されている。

加えて，生体情報のひとつである指尖脈波は，指先にカフをはめると言った器具の手軽さ

や， 1.2 分程度から測定可能であると言った点から，非侵襲的で心身への負担が少ない。

そのため，本研究では指尖脈波のLLEが病態の把握のみならず，日常的な心身の健康度の

客観的指標として応用可能かということについて検討することとした。 

 

2.方法 

2.1 実験協力者・実験期間 

 実験は 2016 年， 2017 年，および 2020 年の 10 月から 12 月の間の水曜日 13 時こ

ろから，都内Ａ大学の心理学実験室にて集団で行われた。 

安静時のデータはＡ大学 3 年生の男女 29 名から，データの不備・不足があった学生 4

名を除いた , 合計 25 名 ( 男性 6 名，女性 19 名 ) を対象とした。  

刺激時のデータは同じくＡ大学 3 年生の男女 20 名から，データの不備・不足があった

学生 5 名を除いた合計 15 名 ( 男性 2 名，女性 13 名 ) を対象とした。 

 

2.2 実験場所 

 実験は，Ａ大学の心理学実験室にて実施した。室温はエアコンなどで調節し，適温に保

たれていた。刺激実験時に他人との会話を挟む場合，十分に相手の顔が見えるような明る

さを保っていた。 
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2.3 実験材料と分析の手順 

実験では，ノートPC((株 )NEC 社製， Versa Pro VD-9) に測定用のカフセンサーを接続

し， Lyspect3.5(( 株 ) カオテック社製 ) を用いて指尖脈波の計測をした。収集した指尖脈

波の時系列データは 200Hz,180sec であった。 

 

2.4 手続き 

2.4.1  安静時手続き 

安静時指尖脈波の測定の際は，右手人差し指または中指に測定用のカフをはめ，「姿勢

を測定中は姿勢と呼吸を楽にして，目は閉じたままにせず，自然にしていてください」と

教示したうえで， 3 分間，指尖脈波の計測を行った。 

 

2.4.2  刺激時手続き 

刺激提示時においては，下記の通りの実験を行い，その後安静時と同じように教示し，

3 分間指尖脈波を測定した。なお，刺激提示はそれぞれ別の日に行われた。 

 

①呼吸法：吸気 3 秒の後， 2 秒息をとめ， 15 秒かけて吐く，合計 20 秒の呼吸法を 3分

間繰り返してもらった。 

②黙想：目を閉じて自分の内的な感覚に注意を向けるように指示し， 3 分間継続させた。 

③他学生との会話：隣同士で，話題などのテーマを与えず，フリートークを 3 分間しても

らった。 

 

3.結果と考察 

 本研究では指尖脈波のLLEがどの程度安定した指標であるか，加えて，刺激提示時にお

ける指尖脈波のLLEの個人内の変動に，環境などからの影響がどの程度反映されるのかを

検討することを目的としている。したがって，個人のLLEの平均値を用いるのではなく，

集団でのLLEの変動の大きさを表現することを考え，LLEの平均値の SD 値を分析の対象

とした。 

本研究の結果，安静時において，中・長期的なLLEの変動は，個人内の方が個人間より

小さく，刺激提示時にいては，個人内の方が個人間より変動が大きい傾向にあった。この

結果から，指尖脈波のLLEは一定の類似の環境条件下であれば，中・長期間においても個

人内での変動は大きくはないことが示唆される。このことから，日常的にLLEを測定する

ことにより，個人のLLEの平均やその幅を導き出し，異常な値が算出された場合や，LLE

が高い，または低い状態が続く場合には，自覚していない心身のストレスや，病への気づ

きへつながるということが推察される。これまでにも，脈波のLLEを用い，心身にかかわ

る疾患を持った患者の病態把握や，様々な疾患のもたらすLLEについて検討されている。

しかし，本研究のような，生理データのLLEの中，長期的な変化の研究はあまり行われて

きていない。うつ病や認知症などの早期発見が課題となる日本においては，病態の把握の

みならず，日常的な心身の健康度を把握することが必要になってくる。 
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3.1 まとめと今後の展望 

本研究の結果から，心身の健康度合いを指尖脈波のLLEを用いて把握し，異常な値が算

出された際には，自身が主観的に気づくことができなかった心身の不調に気づくなど，日

常的な客観的な指標としての有効性がしめされた。指尖脈波のLLEによる刺激前後の変化

の研究や，うつ病・認知症などの評価のみならず，日常生活の中で心身の健康の把握とし

て活用できるよう，今後も研究を進めていく必要がある。 

今後は，指尖脈波のLLEによる日常的な心身の健康の把握を目指し，指尖脈波のLLEと

心理指標の関連性や，他客観的生理指標と組み合わせて考察するなど，さらなる実用化と

生理データのLLEの中・長期的な変化の研究が求められる。 

 

 

脚注：本研究の一部は日本心理学会第 84 回大会にて発表された。 
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